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旅する帽子屋、
スタートは沖縄から

地域おこし協力隊として
学んだことを活かして

萩での販売会も大好評！

萩と全国各地、そしてエクアドルを繋ぐ！
帽子屋「josui」のチャレンジ

はぎビズはやりたい自分が
やる自分に変わる場所！！
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滉樹さま

Instagram
里枝さま



【あげる！はぎビズ】
萩市ビジネスチャレンジサポートセンター
【TEL】 090-7130-4520 【MAIL】 info@hagibiz.net

【HP】 https://hagibiz.net/info/
【相談時間】 9:00～17：00
【定休日】日曜日、月曜日、祝日、年末年始
〒758-0022 山口県萩市大字浜崎町209番

萩市インキュベーションセンター内

2022年3月6日に開催された、「萩市ビジネスプランコンテスト2021」で、見事優

秀賞を受賞した園田様ご夫婦。旅する帽子屋「josui(ジョスイ)」として全国各地

の販売会を開始しました。最初の販売会は、奥様の里枝様の故郷である沖縄

にあるプライベートホテル「Riad Lamp」。エクアドルで仕入れたパナマハットを

来場者の皆様が手に取り大盛況でした。元々ファッションが好きだった里枝様

ですが、映画「ザ・トゥルー・コスト ファストファッション 真の代償」という映画

を見て、環境汚染や低賃金長時間労働など、誰かが代償を担う製品製造に疑

問を持つようになったそうです。ご両親が沖縄で伝統的な芭蕉紙や芭蕉布を

素材から作る職人だったこともあり、人と環境を消耗しないおしゃれについて

考える中、エクアドルのパナマハットと巡り合いました。職人の手から丁寧に生

み出されるパナマハットに魅力を感じた里枝様は、単身でエクアドルに留学し

帽子製造の技術習得と仕入れルートを確保。帽子の背景まで大切にしてくれ

るお客様に出会うため、ご主人である滉樹様と一緒に起業を決意されました。

滉樹様は、もともと萩市の地域おこし協力隊として活動していらっしゃいました。

林政課で働く中、萩産木材が萩市内で３％しか消費されていない現状など、林業

の難しさや≪木材の出口≫が少ないことを学びました。「萩産木材に親しんでも

らいたい」と考え出したのが、萩産の木材を使ったハットスタンドです。里枝様の

帽子との相性も抜群で、ひとつひとつ丁寧に作られた帽子であるからこそ、型崩

れがないようにハットスタンドに置いて大切に保管できます。ファッションを楽しみ

ながら、同時に萩産木材にも親しんでほしいという願いが込められています。

地域おこし協力隊として学んだことを活かして

萩での販売会も大好評！

5月3日から8日に、萩市の中原木材様で展示販売会が開催されました。萩市内

はもちろん、県外からもお客さまが訪れたそうです。次は名古屋での開催を予

定していらっしゃったのですが、大好評の結果、帽子の在庫が足りなくなり延期

せざるを得なくなったそうです。二人が全国各地、そしてエクアドルと日本を旅し

ながら営む旅する帽子屋「josui」。今後の活躍が楽しみです！
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